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日本赤十字看護大学退官記念講演
武井麻子「感情と看護と私」

往診を中心とする精神科医療
「こころのホームクリニック世田谷」を取材 
◎近田真美子

私（CNS）は、独立して企業を起こしました
ぜったい地域へ
◎中野真樹子

ちょっとみんなで 
エシカ（etical：倫理）らない？◎吉井ひろ子

特集

ストレングス・マッピングシートを
ケアに使ってみて、どうでしたか？
できたこと、難しかったこと
ストレングス・マッピングシートを実際に看護現場に導入してみた方々に、経験を紹介いただきます。最終的には萱間真美先
生に、実践されるなかで生じた疑問、困難にどう対処すればよいのかというアイディアを教えていただきます。

《訪問看護で使ってみた経験》
倶知安厚生病院／名寄市立総合病院／訪問看護ステーション円
《病棟で使ってみた経験》
山梨県立北病院／長谷川病院
⇨⇨実践者の疑問・困難に、萱間真実先生が答えます

今月の進行は、超ギリギリというか、ダメというか…かなり切迫

でした（雑誌におけるクリニカルパス構築の失敗ですね）。だ

いたい特集が2本というアウトカムの設定が間違っています

よね。しかも切迫しているのに少女マンガ家の方にイラストを

お願いし、それを特集に入れたいという思いつきも捨てられな

い。仕事では分野違いのPTの書籍にも手を出し、私生活で

は子供会会長になるというバリアンスも増やし、一体何を

やっているんだか。次号こそ、クリニカルパスを正しく設定し、

ゆとりある進行ができる真人間を目指します。▼さて、今特集

でもよい面がクローズアップされるクリニカルパスですが、一

方でこんな話も。急性期化でゆとりがなくなり、クリニカルパ

ス通りに進行できることが高く評価され、パス以外のこと、例

えばちょっと例外的なケアを提案したり、可能性を示唆するこ

とは煙たがられるようになったと。精神科の経験知はもちろ

ん、生活者としての素朴な実感を臨床に生かそうというのが、

オープンダイアローグをはじめ最近のトレンドのはずなのです

が…。（石川＠雑談ならまかせてください）
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